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新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

電
友
会
四
国
連
合
会
長

赤
　
刻
　
　
　
正

こ
の
た
び
図
ら
ず

も
、
泉
節
太
郎
会
長

の
あ
と
を
受
け
継
ぎ
、

会
長
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
、
そ
の
重
責

に
身

の
引
き
し
ま
る

思

い
が

い
た
し
ま
す
。

先
ず
も

っ
て
、
長
年
に
亘
り
会
の
発
展
に
ご
蓋
力

下
さ
い
ま
し
た
泉
さ
ん
の
ご
功
労
に
対
し
哀
心
よ
り

深
甚
の
敬
意
と
謝
意
を
捧
げ
ま
す
。
私
は
生
来
非
才

の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
の
目
的
達
成
の
た
め
、

誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
何
と

ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

現
在
、
四
国
連
合
会
傘
下
の
各
県
退
職
者
の
会
会

員
総
数
は
、　
二
、七
〇
〇
余
名
の
多
き
に
達
し
ま
し
た
。

数
こ
そ
力
な
り
と
言
わ
れ
ま
す
と
お
り
、
会
員
の

増
加
は
会
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
が
、
量
的
勢
力
の
拡
大
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
今
後
の
会
の
あ
り
方
、
会
員

一
人

ひ
と
り
の
生
き
方
を
反
省
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
で

あ
り
ま
す
。

今
や
電
気
通
信
事
業
は
、
本
格
的
に
競
争
時
代
と

な
り
、
次
々
に
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
誕
生
し
、
競
争

の
輸
が
急
激
に
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
折
柄
、
世
の

中
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
見
る
目
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
が

あ
る
反
面
、
多
く
の
企
業
の
中
で
、
地
域
の
発
展
と

）

生
活
の
向
上
に
、
中
核
と
な

っ
て
推
進
的
役
割
り
を

果
た
す
企
業
と
し
て
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

も
大
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
難
局
に
対
応
さ
れ
る
現
役
の
方
々
の

ご
辛
苦
は
、
さ
ぞ
か
し
と
拝
察
い
た
し
ま
す
が
、
切

に
ご
奮
闘
の
ほ
ど
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
ど
も
Ｏ
Ｂ
の
今
日
の
姿
は
、
電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
中
で
い
わ
ゆ
る
同
じ
釜
の
飯
を
食

っ
て
培
わ
れ

た
人
生
の
延
長
で
あ
り
、
平
素
Ｏ
Ｂ
の
誰
も
が
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
ご
恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
、
そ
の
発
展
を
希

い
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
良
き
理
解
者
を
も

っ
て
自
ら
任
ず
る

も
の
で
あ
り
、
各
県
の
会
相
互
の
連
繋
を

一
層
密
に

し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
パ
イ
プ
を
よ
り
太
く
す
る
と
と
も

に
、
地
域
と
の
接
点
と
し
て
、
従
来
に
も
ま
し
て
地

域
に
密
着
し
、
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
を
中
心
と
す
る

コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
少
し
な
り
と
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
お
役
に
立

ち
た
い
も
の
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
こ
と

は
、
私
ど
も
の
最
大
関
心
事
で
あ
る
年
金
の
基
盤
を
強

固
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

日
下
、
電
退
連
は
、
公
的
年
金
の
統
合
の
情
勢
に

対
処
し
て
、
恩
給

。
共
済
年
金
に
関
す
る
既
得
権
の

実
質
価
値
を
維
持
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
老
後
の
暮
し
が
厳
し
い
現
実

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
、
懸
念
さ

れ
ま
す
。
私
た
ち
大
多
数
の
会
員
は
、
生
活
を
年
金

に
依
存
し
て
お
り
ま
す
が
、
心
す
べ
き
は
、
漫
然
と

年
金
に
頼
る
こ
と
な
く
、
自
ら
健
康
を
管
理
し
、
生

き
が
い
と
し
て
の
趣
味
を
持
ち
、
ム
リ
、
ム
ダ
の
な

い
合
理
的
生
活
を
旨
と
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

願
は
く
ば
、
皆
様
お

一
人
お
ひ
と
り
の
人
生
が
、

つ
つ
ま
し
い
な
が
ら
も
心
豊
か
に
、
実
り
あ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。

辞
任
の
ご
あ
い
さ

つ

電
友
会
四
国
連
合
会
顧
問

泉
　
　
　
節
太
郎

わ
た
く
し
、

こ
の

た
び
、
電
友
会

四
国

連
合
会
会
長
を
辞
任

い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
れ
ば
、
昭
和

四
十
三
年
、
連
合
会

発
足
以
来
、
十
有
八

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
会
員
皆
さ
ん
の
ご
支
援
の
も

と
に
、
会
長
の
席
を
汚
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
わ

た
く
し
も
今
年
八
十
の
齢
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

の
で
、
も
う
こ
の
辺
が
退
き
時
で
は
な
い
か
と
考
え
、

去
る
八
月
十

一
日
の
総
会
に
お
い
て
辞
意
を
表
明
、

満
場

一
致
の
賛
成
を
得
て
決
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

長
期
に
わ
た
る
皆
さ
ん
の
好
意
あ
る
ご
支
援
に
対

し
、
こ
こ
に
有
難
く
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
わ
た
く
し
の
後
任
に
は
、
愛
媛
県
選
出
の

副
会
長
で
あ
り
ま
し
た
、
赤
刻
正
さ
ん
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
わ
た
く
し
同
様
の
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
四
国
四
県
に
ま
た
が
る
会
員
の
皆
さ
ん
の

ご
健
康
と
お
倖
せ
を
お
祈
り
し
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い

た
し
ま
す
。
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囲

麒圃

Ｎ
丁
丁
四
国
総
支
社
が
初
め
て
の

子
会
社
を
設
立
―
―

―
―

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
「株
式
会
社

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
パ
ス
テ
ル
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
テ
レ
ホ
ン
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
企
画

・
代
行
、
結
婚
式
の
祝
辞
を
テ
ー
プ

で
贈
る
ブ
ラ
イ
ダ
ル
メ
ー
ル
の
受
付

・
販
売
等
、
電

気
通
信
を

ツ
ー
ル
と
し
た
各
種
情
報
関
連
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
う
子
会
社

「株
式
会
社
テ
ス
・
テ
ィ

・

テ
ィ

。
パ
ス
テ
ル
」
を
七
月
二
四
日
困
に
設
立
し
ま

し
た
ｃ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
昨
年
四
月

一
日
の
民
営
化
以
後
、

事
業
領
域
の
拡
大
を
目
ざ
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
持

っ
て

い
る
人
、
物
、
技
術
等
の
経
営
資
源
を
活
用
し
、
お

客
さ
ま
の
お
役
に
立

つ
事
業
の
開
発
と
子
会
社
の
設

立
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
四
国
総
支
社
と
し
て
は
、

今
回
の

「株
式
会
社

エ
ヌ
ｏ
テ
ィ
・
テ
ィ

・
パ
ス
テ

ル
」
が
第

一
号
の
子
会
社
と
な
り
ま
し
た
。

新
会
社
の
概
要
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
会
社
設
立
の
ね
ら
い

最
近
の
企
業
の
販
売
戦
略
は
、
お
客
さ
ま
の
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
と
あ
い
ま

っ
て
対
象
の
お
客
さ
ま

を
し
ば

っ
た
効
果
的
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
電
話

の
有
効
性

（市
場
到
達
率
、
即
効
性
、
双
方
向
性
、

低
廉
性
）
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
国
で
も
、
こ
の
電
話
に
よ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動

″
テ
レ
ホ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
″
に
関
心

が
高
ま
り
、
新
規
市
場
と
し
て
有
望
視
さ
れ
、
こ

の
ほ
ど
松
山
地
域
に
導
入
さ
れ
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
サ
ー
ビ
ス
と
あ
い
ま

っ
て
、
今
後
の
需
要
は
益

々
増
大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
動
向
に
応
え
て
、
四
国
総
支
社
で

は
女
性
の
感
性
を
活
か
し
た
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

ン
テ

レ
ホ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
″
の
企
画

・
代
行
を
柱

と
し
た
事
業
を
展
開
す
る
た
め
、
女
性
社
員
を
中

心
と
す
る
子
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

二
、
会
社
の
概
要

田
　
商
　
業

株
卦
や
公
昇
牡
エ
ヌ

。
テ
ィ

・
テ
ィ

・
パ
ス
テ
ル

（
パ
ス
テ
ル
・
・
『
＞
∽
［
∪
ｒ
・・・『
【ｏ
Ｂ
ｏ
一の

＞
Ｑ
け一く
０
∽
”
お
∽
ω
】
囀
Ｑ
①
ｏ
〓
ｏ
●
①
）

②
　
所
在
地

松
山
市

一
番
町
四
丁
目
三

‐３‐
　
資
本
金

二
、〇
〓
万
円
（授
権
資
本
八
、８
ｏ万
円
）

‐４‐
　
出
資
者

一　
　
口
本
電
信
電
話
株
式
会
社

（
ご
ｏ
％
）

□
　
設
立
月
日

昭
和
六
十

一
年
七
月
二
四
日
困

悶
　
事
業
内
容

ア
、
電
話
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
行

電
話
受
付
代
行
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
）

電
話
発
信
代
行
（販
売
促
進
、意
向
調
査
）

イ
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
メ
ー
ル
の
受
付

・
販
売

ウ
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
、製
作
、販
売

工
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
各
種
通
信
機
器
の

販
売
及
び
販
売
促
進
用
品
の
企
画
、
販
売

オ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
画
面
の
作
成
、入
力
代
行

力
、
前
各
号
に
付
帯
関
連
す
る

一
切
の
業
務

ｍ
　
組
　
織

代
表
取
柵
役
社
長
―
取
締
役
占
鍼
疎
脚

Ｂ
　
役
　
口貝
　
　
　
　

夕
‐

代
表
取
締
役
社
長
　
垂
水
　
秀
夫
（五
〇
才
）

Ψ

取には常勘に「
Ｔ細秘

（山哺郡綱一
（́）Ｎ

Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
新
規
事
業
開
発

室
担
当
課
長
）

取
締
役
　
　
森
川
　
佐
平

（四

一
才
）

⌒Ｎ

（非
常
勤
一
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
営
業
推
進
部
長
）

取
締
役
　
　
山
内
　
宜
英

（五
四
才
）

（Ｎ

（非
常
勤
一
Ｔ
Ｔ
四
国
料
金
セ
ン
タ
所
長
）

監
査
役
　
　
坪
内
精
次
郎

（三
六
才
）

（Ｎ

（非
常
勤
）
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
経
理
部
長
）

‐９‐
　
従
業
員

設
立
時
の
常
勤
従
業
員
は
、
榊
取
締
役
を
含

め
四
名
で
全
員
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
出
向
と
し
ま
す
。

国
鉄
職
員
二
〇
名
Ｎ
丁
丁
四
国

ヘ

採
用
―
九
月

一
日
か
ら
研
修
開
始

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
国
鉄
職
員
の
受
入
れ

に
つ
い
て
、
国
家
的
見
地
か
ら
今
春
来
検
討
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
七
月
に
採
用
試
験
を
実
施

し
、
こ
の
た
び
二
〇
名
の
採
用
を
内
定
し
ま
し
た
。

こ
の
二
０
名
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
マ
ン
は
、
今
後
、
″
切

符
″
か
ら
″
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
″

へ
、
　
″
レ
ー
ル
″

か
ら
″
電
話
ケ
ー
ブ

ル
″

へ
と
再
出
発
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の

一
員
と
し
て
、
販
売
等
営
業
部
門
及
び
工
事
部
門

に
お
い
て
、
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
企
業
の

発
展
を
目
指
し
て
活
躍
す
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

研
修
等
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
派
遣
受
入
れ
月
日
　
昭
和
六

一
年
九
月

一
日
日

二
、
職
種
別
受
入
れ
人
員

販
売
等
営
業
部
門
　
　
一
〓
一名

工
　
事
　
部
　
門
　
　
　
七
名

三
、
研
　
　
　
修

田
一　
基
礎
研
修
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
研
修
セ
ン
タ

（松

山
市
南
江
戸
町
一
、ス
一
番
地
の
ｔ
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に
お
い
て
次
の
基
礎
的
な
事
業

知
識
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま
す
。

販
売
等
営
業
部
門

ｐ
Ｔ
ｏ
Ｌ
ｏ

工

事

部

門

軍

壼

「

‐２‐
　
実
務
研
修
　
基
礎
研
修
終
了
後
、
実
務
研
修

の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
受
入
れ
先
事

業
所

（愛
媛
県
内
七
名
、
香
川

県
内
七
名
、
徳
島
県
内
二
名
、

高
知
県
内
三
名
）

へ
派
遣
さ
れ

ま
す
。

四
、
採
用
予
定
時
期
　
昭
和
六
一
．年
四
月

一
日

Ｎ
丁
丁
四
国
研
修
セ
ン
タ

新
管
理
実
習
棟
が
完
成

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
研
修
セ
ン
タ
で
は
、
新
サ
ー
ビ
ス
の

研
修
に
対
応
す
る
た
め
、
六
〇
年
二
月
か
ら
新
管
理

実
習
棟
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
昨
年
二
月
新
グ
ラ
ン
ド
、
体
育
館

等
の
移
転
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
旧
グ
ラ
ン
ド
跡

へ
建
設
し
た
も
の
で
す
。

当
研
修
セ
ン
タ
は
昭
和
二
七
年
二
月
創
設
さ
れ
、

そ
の
後
昭
和
四
二
年
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
も
急
テ
ン
ポ
に
導
入
さ
れ
る
新
技
術
、
新
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
す
る
技
術
訓
練
が
増
加
し
た
た
め
、
当
研

修
セ
ン
タ
の
設
備
で
は
対
応
で
き
な
い
訓
練
が
あ
り
、

そ
の
都
度
鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
や
他
総
支
社
研
修
セ

ン
タ
ヘ
委
託
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
完
成
し
た
新
管
理
実
習
棟
に
は
、
Ｉ
Ｎ

Ｓ
の
中
核
と
な
る
∪
ざ
デ
ジ

ィ
タ
ル
交
換
機
、
光

フ

ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
接
続
装
置
を
は
じ
め
、　
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
と
対
話
し
な
が
ら
臼
学
、
自
習
で
き
る
Ｃ
＞
ｒ

（
ｏ
ｏ
Ｂ

も
に
一
２

＞

脇

一
∽
お

Ｏ

ｒ
の
営

Ｌ

口
じ

端
末
設
置
な
ど
の
訓
練
設
備
を
逐
次
設
置
し
て
い
き

ま
す
。

）

こ
の
設
備
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国

研
修
セ
ン
タ
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
社
内
訓
練
だ
け
で
な
く
、

社
外
の
方
を
対
象
と
し
た
各
種
情
報
通
信
セ
ミ
ナ
ー
、

工
事
担
任
者
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
積
極
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
他
の
企
業
の
皆
様
に
も
各
種

会
議
等
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

参
考

１
　
総
工
費
　
　
約
五
億
七
千
万
円

２
　
建
築
面
積
　
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、

約
二
四
〇
〇
ピ

３
　
用
　
途
　
　
ｌ
Ｆ
、
教
官
事
務
室
等

２
Ｆ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
実
習
室

Ｃ
Ａ
Ｌ
端
末
装
置
実
習
室
等

３
Ｆ
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
交
換
機
実
習
室
兼

電
話
交
換
機
調
整
実
習
室

デ
ィ
ジ
タ
ル
宅
内
実
習
室
等

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス

の

人
気
番
組
ベ
ス
ト
５

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
最
近
人
気
を
集
め

て

い
る
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。

テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ

ス
は
、
最
初
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
天
気

予
報

サ
ー
ビ

ス
ε
ミ

）
及
び
時
報

サ
ー
ビ

ス

ε
葛
）

と
し

て
開
始
し
、
そ
の
後
、
他
企
業
も
加
わ
り
順
調

に
提
供
番
組
数
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
が
、
特

に
最

近

の
提
供
番
組

の
数
、
種
類
及
び
利
用
同
数
は
■
を

み
は
る
ほ
ど
増
加
し

て
い
ま

す
こ

各
県
別

の
人
気
番
組
を
み
ま

丁
と
、
愛
媛
県
で
は

子
供
向
け
の

「
リ
カ
ち

ゃ
ん

お
し

■
べ
リ

テ
レ
ホ

ン

サ
ー
ビ

ス
」
が

一
目
・平
均
六
●
〓
呼
数
で
第

一
位
、

次

い
で

「
ス
ポ

ー

ツ
ハ
イ
ラ
イ
ト

一、
「
レ
コ
ー
ド
新

曲
情
報

一
と
な

っ
て
い
ま
す
。

他

の

．．県
で
は
香
川
県
が
「
フ
ァ
ミ

コ
ン
ソ
フ
ト
」

（
一
、
七

一
〇
呼
数
）
、
徳
島
県
が

「
サ
ー
フ
ィ
ン
テ

レ
ホ
ン
」

（
一
九
〇
呼
数
）、
高
知
県
が
「
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
」

（四

一
〇
呼
数
）
と
そ
れ
ぞ
れ
第

一
位
と

な

っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
各
県
別
人
気
番
組
ベ
ス
ト
５
を
み
ま
す
と
、

人
気
番
組
は
フ
ァ
ミ
コ
ン
関
係
、
ア
ニ
メ
関
係
、
歌

一語
曲
関
係
及
び

ス
ポ
ー
ツ
情
報
に
集
中
し
て
い
る
の

が
特
徴
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
生
活
に
密
着
し
た
天
気
予
報
サ
ー
ビ
ス
（
四

国
合
計
で

一
日
約
二
万
四
千
呼
数
）
、
時
報

サ
ー
ビ

ス

（同
約
二
万
四
千
呼
数
）
と
と
も
に
、
競
輪
、
競

馬
等

レ
ー
ス
案
内

（同
約
五
万
九
千
呼
数
）
に
つ
い

て
も
隠
れ
た
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
定
着
化
ｔ

て
い
ま
す
。

一
方
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
番
組
数
で
み

る
と
四
国
で
は
現
在
約

一
二
〇
〇
番
組
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
昨
年

一
年
間
で
二
九
〇
番
組

の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
サ
ー
ビ
ス
情
報
別
に
み
る
と
、
学
校
情
報
、

農
協
情
報
等
の
社
会
公
共
情
報
が
三
二
％
と
第

一
位

を
占
め
、　
■
つ
い
て
観
光
案
内
、
宿
泊
案
内
等
の
観

四国の県別テレホンサー ビス人気番組ベス ト5

サ ー ビ ス 名 電 話 番 号
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光
情
報

一
七
％
、
法
話
、
説
教
、
童
話
、
民
一詰
等

の

趣
味
と
教
養
情
報

一
五
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ

ス
が
企
業
と
個
人
、

個
人
と
個
人
と
を
結
び

つ
け
、
よ
り
身
近
な
も

の
と

し
て
利
用
さ
れ
、
生
活

に
う
る
お
い
や
、
豊
か
さ
を

得
ら
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
親
し
ま
れ
、

こ
の
よ
う
に
多

方
面

に
わ
た

っ
て
利
用
さ
れ
増
加
し

て
き
た
も

の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
今
後
と
も

テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ

ス
が

皆
様

に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
普

及
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

圏
園
囲
□テ

ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部

福

祉
相
談

所

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
会
」
が

施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
初
活
動

〓―
テ
レ
ビ
・新
聞
で
も
報
道
―

さ
る
昭
和
六

一
年
六
月

一
七
日
結
成
さ
れ
た

「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
会
〓
会
員
四
六
名

。
会

長
　
鶴
本
豊
勝
、
事
務
局
長
、
大
野
正
治
）
が
、
施

設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
第

一
号
と
し
て
八
月

一
〇
目
（
日
）
、

県
護
国
神
社

（松
山
市
御
幸
）
の
愛
媛
万
葉
苑
で
、

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
と
と
も
に
、
有
志

一

〇
名
が
奉
仕
活
動
に
参
加
、
そ
の
模
様
が
、
八
月

一

三
日
付
の
「
ゆ
う
か
ん
　
え
ひ
め
」で
報
道
さ
れ
、
又

八
月
二
六
日
の
南
海
放
送
「
ザ
・
ス
ケ

ッ
チ
△
ふ
る
さ

と
特
集
各
地
の
夏
の
話
題
」
の
時
間
（午
後
四
時
か
ら

四
〇
分
）
の
中
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
会

は
、
企
業

Ｏ
Ｂ
ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
グ

ル
ー
プ
と
し

て
は
、
ま

れ
な
グ

ル
ー
プ
と
し

て
、

地
域

か
ら
も

、
今
後

の
活
動

に
注
目
を
浴
び

て
い
ま

す
。

※
愛
媛
万
葉
苑
は
、
県
内
の
有
志
で
組
織
さ
れ
た
、

愛
媛
師
友
会
一‐
い
」
の
会
の
会
員
が
、
昭
和
四
二
年
五

月
、
前
年
に
熟
田
津
の
歌
碑
を
建
て
た
の
に
続
き
、

万
葉
集
に
歌
わ
れ
て
い
る
ム
ラ
サ
キ
、
ベ
ニ
バ
ナ
な

ど
の
植
物
百
五
十
種
を
植
え
開
苑
し
た
も
の
で
、
同

会
員
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
や
有
志
が
、

苑
内
の
雑
草
引
き
、
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
な
ど
の
清
掃
奉

仕
を
行

っ
て
お
り
、
又

一
年
前
か
ら
は
全
員
で
、
万

葉
集
の
学
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
毎
月
第
二
日
曜
日
を
定
例
奉
仕
の
日
と
定

め
、
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
会
の
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
今
回

が
初
め
て
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
、
会
員
相
互
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
会
員
等
宅
周
辺
の
清
掃
、
庭
木

の
手
入
れ
や
散
水
、
老
人
世
帯
の
慰
間
な
ど
、
誰
で

も
が
参
加
で
き
る
活
動
も
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

人
会
ご
希
望
の
方
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
お
気
軽
に
支
部
福
祉
相

談
所
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
会
の
大
野
事
務
局
長
宅

（〇

八
九
九
―
七
五
―
七
〇
〇
四
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
心
身
障

害

者

（
児

こ

の
方

々
に

お
見
舞
金

を
お
贈

り

し
ま

す
。

テ
ル
ウ
エ
ル
四
国
支
部
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
の

い
っ
か
ん
と
し
て
、
毎
年
心
身
障
害
者

（児
）
の
方

々
に
、
お
見
舞
金
を
お
贈
り
し
て
お
り
ま
す
。

六
〇
年
度
は
、　
十
七
六
名
の
方
に
お
贈
り
し
ま
し

た
が
、
そ
の
対
象
者
及
び
必
要
書
類
な
ど
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
受
給
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
福
祉
相
談
所

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
は
…
…

‐１‐
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
全
電
通
、
会
の
現
役
職
員
の
配
偶
者

及
び
扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
子
。

‐２‐
上
記
の
退
職
者
及
び
遺
族

（扶
養
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
子
を
含
む
。）

田
た
だ
し
、
有
職
者
の
方
は
除
か
れ
ま
す
。

■
必
要
書
類
は
…
…

所
定
の
申
込
書
等
の
ほ
か
、
次
表
の
書
類
が
必
要

で
す
。

銃

　

　

， 一
　

　

ｍ

冷
冽

Ｆヽ
■
到
海
弧

≫
颯
籠
汗
対
珊
喜
両

ウ
コ
雨ヽ
Ｆヽ
キ
計
溶
け

奉

N

河

,冊

前

耐

緬

芽

凧

口冊

耐

]t

図

)

爺
暮
漸
罰
０
ヽ
罰
畔
Ｓ
岬
´
叫
汁
碑
ｏ

●
顧
弁
き
い
ヽ
昂
珊

硼
爵
図
剛
ヽ

（⑪
）

ゆ
咄
図
舟
中
昴

（０
）

う
蒟
繭

下ヽ
キ
計
海
彊
み
苺
車
ド
副
汗
鰤

ご
珊
一■

，

叫
汁
再
Ｆ
ヨ
Ｏ
Ｓ
覇
聯

■
計
添
弧
漁
ぶ
暉
引
（０
ア

叫
汁
ユ
囲

讐
Ｏ
Ｓ
軍
珊

苺
研
喘
予

（●
）
※
”
薄
Э
辟

ヽ
暮
了
珊
暉
喘
昴

※

〓
薄
′

』
薄
３
ヽ

⑪
）

■
い
珊
＝
百
ふ
〓

⊂
【
τ
汁
ぬ

〈
珊
猫

■
お
見
舞
金
は
…
…

１１１
重
度
障
害
者

（児
）
の
方
に
は
、

一
人
年
額
二
万
円

‐２‐
重
症
障
害
者

（児
）
の
方
に
は
、

一
人
年
額
五
万
円
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「
退
職
者
文
化
活
動
行
事
」

の

一
般
教
養
講
座
も
あ
と

一
回
と
な
り
ま
し
た

―

奥
様

同
伴

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
―

四
国
支
部
で
、
計
画
実
施
し
て
い
る

一
般
教
養
講

座
の
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と

一
回
と
な
り
ま
し
た
。

前
も

っ
て
、
参
加
希
望
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
も

結
構
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
奥
様
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（実

施
状
況
）

五
月

一
六
日

（金
）

ｏ
演
題

　

「
ト
キ
告
げ
る
か
風
見
難
」

ｏ
講
師
　
細
田
　
虔
先
生

（南
海
放
送
参
与
）

ｏ
参
加
人
員
　
Ｌハ
九
名

七
月

一
〇
日

（木
）

ｏ
演
題

　

「
と

っ
さ
の
場
合
の
処
置
に
つ
い
て
」

ｏ
講
師
　
石
戸
谷
　
武
先
生

（松
山
逓
信
病
院
長
）

ｏ
参
加
人
員
　
五
八
名

九
月

一
二
日

（金
）

ｏ
演
題

（映
写
会
）

「
老
け
て
た
ま
る
か
」

（
Ｉ
Ｏ
分
）

「
大
自
然
に
は
ば
た
く
」

（六
五
分
）

ｏ
参
加
人
員
　
四
八
名

〇

一
一
月

一
四
Ｈ

（金
）

ｏ
演
題

　

「
歴
史
に
つ
い
て
」

（仮
題
）

ｏ
講
師
　
田
中
　
歳
雄
先
生

（愛
媛
大
学
名
誉
教
授
）

田
場
所
は
、
番
町
公
民
館

（松
山
市
二
番
町

・
番

町
ホ
テ
ル
東
側
）
で
、
午
後

一
時
三
〇
分
か
ら

開
講
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ

。
お
申
し
出
は
―
―

テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部

福
祉
相
談
所

（Ｔ
Ｅ
Ｌ
（〇
八
九
九
二
■

一―
九
九
五
五
）

電

友

会

四

国

連

合

会

総

会

八
月
十

一
酢
曰
、
晴
天
、
こ
の
日
松
山
市
清
水
町

四
国
電
信
電
話
会
館
に
、
各
県
選
出
の
代
議
員
四
十

名
、
役
員
十

一
名
が
出
席
、
電
友
会
四
国
連
合
会
第

十
五
回
総
会
を
開
催
ｔ
た
。

一
員
淵
ヽ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
長‐
、
野
本
四
国
友
愛
会

た‐‐‥長・「肇罐晨れにご鋤獅雌勧一嚇回計鵬酬鉄れ

ど
ご
家
族
に
黙
祷
を
捧
げ
て
ご
冥
福
を
祈
り
、
泉
会

長
０
み
い
さ

つ
が
あ
ヶ
、
続
い
て
員
淵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国

総
支
社
長
の
お
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
総
支
社
長
は

十
五
回
総
会
の
お
祝
い
と
、
こ
の
会
で
祝
辞
を
の
ベ

る
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
謝
意
を
述
べ
ら
れ
た

あ
と
、

「
八
月

一
日
、
国
鉄
の
東
京
―
大
阪
間
の
専

用
回
線
の
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
に
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
と

っ

て
昭
和
六
十

一
年
は
競
争
元
年
と
な
る
こ
と
。
競
争

に
対
応
で
き
る
よ
う
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
事
業
部
制
を
導
入
し

た
こ
と
。
競
争
上
料
金
体
系
の
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。
現
役
が
精

一
杯
頑
張
る
こ
と
は
勿
論
で
あ

る
が
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
の
方
の
力
強
い

支
援
が
大
変
重
要
で
あ
る
の
で
、
従
来
以
上
に
つ
な

が
り
を
強
く
し
て
い
き
た
い
。
等
競
争
元
年
の
ご
決

意
を
示
さ
れ
た
。

つ
い
で
参
議
院
議
員
西
村
尚
治
先
生
、
長
田
裕
二

先
生
、
岡
野
裕
先
生
、
守
住
有
信
先
生
か
ら
の
祝
電

を
披
露
し
た
あ
と
、
愛
媛
県
代
議
員
篠
浦
達
行
氏
を

議
長
に
選
び
、
次
の
議
案
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
承

認
ま
た
は
決
定
し
た
。

一
、
昭
和
六
十
年
度
決
算
報
告

（別
掲
）

二
、
同
　
　
　
　
　
会
計
監
査
報
告

三
、
昭
和
六
十

一
年
度
事
業
計
画

（別
掲
）

続
い
て
米
寿
を
迎
え
た
松
山
市
佐
賀
茂
吉
さ
ん
、

宇
和
島
市
安
岡
富
さ
ん
、
高
知
市
北
川
晃
韻
さ
ん
に

お
祝
い
の
記
念
品
を
贈
る
こ
と
を
披
露
し
て

一
応
会

は
終

っ
た
が
、
泉
会
長
か
ら
緊
急
発
言
が
あ
り
、
去

る
七
月
二
十
九
日
の
理
事
会
で
承
認
決
議
さ
れ
た
泉

会
長
辞
任
、
新
会
長
赤
刻
正
氏
、
副
会
長
六
車
美

一

氏
、
理
事
菅
優
氏
の
人
事
を
発
表
、
新
役
員
の
紹
介
、

泉
会
長
辞
任
あ
い
さ

つ
、
新
赤
刻
会
長
か
ら
泉
会
長

へ
謝
辞
、
新
任
あ
い
さ

つ
が
な
さ
れ
て
十

一
時
半
、

一
旦
休
憩
に
は
い
り
、
十
二
時
半
か
ら
懇
親
会
に
う

つ
っ
た
。
青
木
副
総
支
社
長
、
荒
谷
企
画
総
務
部
長
、

久
保
田
総
務
室
長
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
約

一
時
間

な
ご
や
か
な
交
歓
が
行
な
わ
れ
た
。

昭
和
六
十

一
年
度
事
業
計
画

本
会
は
、
各
県
退
職
者
の
会
相
互
の
連
携
を
密
に

し
、
会
員
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
を
は
か
り
、

あ
わ
せ
て
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
事
業
お
よ
び

業
務
に
寄
与
す
る
た
め
、
下
記
施
策
の
推
進
を
は
か

る
も
の
と
す
る
。

一
、
会
員
の
現
況
を
把
握
し
、
そ
の
将
来
対
策
を
検

討
す
る
。

二
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
良
き
理
解
者
と
し

て
、
地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
協
力
す
る
。

三
一　
公
的
年
金
の
統
合
等
の
情
勢
に
対
処
し
て
、
恩

給

，
共
済
年
金
に
関
す
る
既
得
権
の
実
質
価
値
を

維
持
す
る
よ
う
努
め
る
。

四
、
生
存
者
叙
勲
の
範
囲
拡
大
に
つ
き
、
引
き
続
き

電
退
連
を
通
じ
郵
政
省

へ
積
極
的
に
要
請
す
る
。

五
、
電
気
通
信
共
済
会
が
行
う
退
職
者
を
対
象
と
す

る
各
種
文
化
活
動
に
積
極
的
に
協
力
す
る
。

六
、
連
合
会
会
報
の

一
層
の
充
実
を
は
か
る
。
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項 目 金   額

繰  越  金 563,38[

〈
ム 費 483,00(

ヾンジ販売金 8,80〔

雑  収  入 59,21

計 1,114,404

旅 費 交 通 費

バ ッジ買入金

21,150

21,150

会  議  費

総会、理事会

編集委員会

費

費

費

費

務

信

品

刷

通

用

印

事 69,100

33,400

3,200

32,500

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
一福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

日
常

次

郎

殿

田
井
芳
信
殿

昭和61年度収支予算 (614 1-62
支出の部 (単 位円)収 入の部

昭和60年度決算報告 (604 1～61331)

支出の部     (単 位円
' 

収入の部   (単位円)

3 31)

(単位円)

昭
和
六
十
年
度
決
算
報
告

昭
和
六
十

一
年
度
収
支
予
算

表̈
紙
の
こ
と
ば
¨

女

　
　
先

　
　
生

荘
　
野
　
丹
　
秀

（内
海
）

青
い
海
が
見
え
る
丘
の
上
に
あ
る
「
マ
リ
ヤ
の
園
」

（老
人
ホ
ー
ム
）
を
訪
ね
る
。

小
学
校
二
年
生
の
時
の
受
持
ち
の
岩
井
シ
ン
先
生

に
会
い
た
く
て
。

現
在
言
語
障
害
で
声
が
出
な
い
。
寝
た
き
り
老
人

で
あ
る
。
と
お
き
き
し
て
い
る
。
お
元
気
な
先
生
に

高
松
で
お
会
い
し
て
か
ら
、も
う
二
十
年
近
く
な
る
。

シ
ス
タ
ー
に
案
内
さ
れ
て
病
室
に
入
る
。

「
こ
の
方
が
岩
井
さ
ん
で
す
」。
と
言
わ
れ
て
も
先

生
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
年
老
い
て
い
た
。

先
生
も
遠
い
記
憶
は
急
に
帰

っ
て
来
な
い
ら
し
く
。

喰
い
入
る
よ
う
に
私
の
顔
を
見

つ
め
て
い
る
。
目

鏡
を
は
ず
し
て
私
も
懐
か
し
い
先
生
の
顔
を
み

つ
め

る
。
い
つ
か
二
人
の
瞳
の
中
に
あ
の
日
、
あ
の
頃
の

思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、
先
生
は

ニ
ッ
コ
リ
と
ほ
ほ

）
え
み
か
け
て
こ
ら
れ
た
。
少
年
の
目
に
、
先
生
と
二

人
で
唱
歌
を
歌
い
な
が
ら
あ
る
い
た
麦
畑
の
小
道
、

頭
を
い
つ
も
優
し
く
撫
で
て
く
だ
さ

っ
た
や
わ
ら
か

い
手
。
■
に
握
り
し
め
合

っ
た
先
生
の
手
は
、
高
松

の
女
学
校
を
出
た
ば
か
り
の
若
い
先
生
の
あ
の
手
と

同
じ
く
温
か
く
て
や
さ
し
い
手
て̈
あ

っ
た
。

う
れ
し
涙
が
に
じ
ん
だ
瞳
で
、
特
製
の
大
き
な
文

字
板
に

「
し
よ
の
た
か
し
さ
ん
」。
…
…

「
え
が
じ
よ

一 ぅ
対
賓
れ
数
が
饉
ｒ
け
だ
社
α
乱
〓
喘
執
マ

矢ゃ一
つ 文
孵

り
小
学
生
の
時
よ
く
見
た
あ
の
優
し
い
大
き
な
瞳
で

あ

っ
た
。
あ
の
時
先
生
は
、　
一
年
だ
け
で
突
然
学
校

を
去
ら
れ
た
。

「
お
元
気
で
い
て
下
さ
い
よ
。
ま
た
来
ま
す
」。
丘

の
白
い
建
物
に
手
を
振
り
な
が
ら
誰
も
居
な
い
坂
道

で
立
ち
ど
ま

っ
て
、
も
う

一
度
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。

こ
の
老
先
生
は
、
作
家
壺
井
栄
さ
ん
の
実
妹
で
あ

′

０

。

随
ど

っ
さ
り

。
ば

っ
か
り

上
　
田
　
　
　
昇

（松
山
）

「
ど

っ
さ
り

。
ば

っ
か
り
」

っ
て
、
な
ん
の
こ
っ
ち

ゃ
？
　
ま
あ
終
り
ま
で
読
ん
で

つ
か

っ
さ
い
。

私
ど
も
夫
婦
が
再
び
の
二
人
世
帯
に
も
ど

っ
て
か

ら
何
年
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
娘
が
稼
ぎ
、

と孫

し娘
が
小

四
と
小
二
に
な
る
。

（
こ
ん
な
こ
と
は
、
年
齢
が
わ

項 目 金   額

繰  越  金 553,754

会 費 544,600

バ ンジ販売金 108,400

雑  収  入 56,000

〈
口 計 1,262,754

項 目 金 額

分  担  金 65,000

旅 費 交 i重 費 230,000

ンヾジ買入金 104,000

会  議  費

総会、理事会

編集委員会

15,500

15,500

費

費

費

費

務

信

品

刷

通

用

印

事 80,550

41,550

6,000

33,000

雑 費 62,000

予  備  費 705,704

計 1,262,754
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か
る
の
で
あ
ま
り
書
き
た
く
は
な
い
が
Ｊ

か
れ
こ
れ
、
十
年
を
す
ぎ
た
こ
と
に
な
る
。

新
聞
の

「
健
康
保
持
と
栄
養
」
の
記
事
に
よ
る
と
、

「
一
日
に
三
十
種
類
の
食
品
を
、
糖
質

。
た
ん
ぱ
く

質

。
脂
肪

。
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
適
当
に
掃

取
す
る
」。
と
あ
る
。

一
日
に
三
十
品
目
の
食
品
を
、
二
人
世
帯
で
調
理

す
る
に
は
、　
一
品
が
少
量
ず

つ
に
な
る
の
は
理
の
当

然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
野
採
の
煮
付
け
に
し
て
も
、

大
根
四
切
れ
、
人
参
四
切
れ
、
れ
ん
こ
ん
四
切
れ
、

里
芋
二
個
、
油
揚
げ
半
枚
な
ん
て
煮
付
け
て
も
、
本

当
の
味
が
出
な
い
。

つ
い

つ
い
量
が
多
く
な
り
、

「
ど

っ
さ
り
」
に
な

っ
て
し
ま
う
。
な
ん
と
い
っ
て

も
年
齢
相
応
に
、　
一
回
に
た
べ
る
量
も
湊
る
。
と
な

る
と
、
「
ど

っ
さ
り
」
料
理
は
、
今
回
も
、
明
日
も
、

明
後
日
も
と

「
ば

っ
か
り
」
が
食
卓
に
続
く
こ
と
に

な
る
。

野
菜

の
て
ん
ぶ
ら
に
し
て
も
、　
ス
ー
パ
ー
で
、
メ

リ
ケ
ン
粉
の
こ
ろ
も
で
ぶ
厚
く
か
た
め
た
、
れ
ん
こ

ん
の
て
ん
ぷ
ら
二
個
、
人
参
と
牛
芳
の
て
ん
ぷ
ら
二

個
を
買

っ
て
く
れ
ば
す
む
こ
と
で
あ
る
が
、
矢
張
り

ア
ツ
ア
ツ
の
自
家
製
の
味
が
欲
し
い
。
そ
し
て
れ
ん

こ
ん
、
牛
芳
、
人
参
、
ピ
ー
マ
ン
、
サ
ツ
マ
芋
等
等

あ
れ
や
こ
れ
や
と
な
り
、
だ
ん
だ
ん
量
が
増
え
、
こ

れ
ま
た

「
ど

っ
さ
り

。
ば

っ
か
り
」
と
な
る
。

二
世
代
、
二
世
代
同
居
の
家
庭
で
あ
れ
ば
山
盛
り

の
料
理
も

「
が
さ

っ
と
」。　
一
度
に
片
づ
く
で
し
ょ
う

が
、
二
人
世
帯
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
だ
が
、
こ

れ
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
、
栄
養
が
片
寄
ら
な
い
よ

う
に
、
少
量
ず

つ

「
ば

っ
か
り
」
で
い
く
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。
（炊
事
係
は
大
変
な
苦
労
で
し
ょ
う
。）

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
は
、
い
か
が
で
す
か
。

も
う

一
つ
家
庭
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
栄
養
素
が
あ

り
ま
す
。

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
、
笑
顔
は

心
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」

こ
れ
も
大
切
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

鵬

場

物

語

０

梶
　
浦
　
照
　
秀

（徳
島
）

母
が
脳
溢
血
で
倒
れ
、
高
知
の
店
を
整
理
し
て
故

郷
の
徳
島

へ
引
き
揚
げ
て
き
た
。
母
の
病
は
お
も
く

て
、
明
日

一
晩
の
命
だ
、
と
医
者
に
宣
告
せ
ら
れ
、

父
は
母
の
存
命
中
に
只

一
人
の
叔
父
に
會
わ
せ
て
や

り
た
い
と
願
い
、
便
箋
に
略
図
を
書
い
て
叔
父
の
住

所
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
。

土
地
不
案
内
の
私
は
略
図
を
た
よ
り
に
、
船
場
の

商
号
観
回
の
美
馬
今
治
郎
を
探
し
た
が
、
移
韓
し
て

し
ま

っ
た
も
の
か
、
探
し
当
て
得
ず
、
母
は
最
後
の

対
面
も
か
な
わ
ず
死
ん
で
い
っ
た
。

あ
れ
か
ら
五
十
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
十

一
年
前
徳
島
新
聞
が
発
行
し
た

「

徳
島
市
百
年
」
を
見
て
い
て
、
次
の
記
事
を
見

つ
け
た
。

読
者
の
声
。
徳
島
新
聞
連
載
中
に
寄
せ
ら
れ
た
読

者
の
皆
さ
ん
の
声
の
う
ち
、
船
場
に
関
係
の
あ
る

方
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

美
馬
熊
八
、
商
号
鶴
日
の
ご
子
孫
か
ら
の
便
り
Ｈ

「
新
町
川
よ
り
望
む
わ
が
家
の
白

い
壁
垣
、
土
蔵
な

ど
、
時
の
流
れ
と
共
に
忘
れ
去
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
私
は
西
船
場
町
で
藍
、
肥
料
な
ど
商

っ
て

お
り
ま
し
た
美
馬
熊
八

（
二
代
目
）
の
孫
で
ご
ざ
い

ま
す
。
徳
島
新
間
に
わ
が
家
の
こ
と
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
と
、
親
友
の
伊
勢
谷
公
子
様
が
送

っ
て
下
さ

っ

た
徳
島
新
聞
を
何
度
も
読
ん
で
お
り
ま
す
う
ち
、
余

命
も
計
り
知
れ
ぬ
六
十
六
才
の
こ
の
老
女
が
見
、
聞

き
し
た
こ
と
、
特
に
女
の
目
を
通
し
て
見
た
も
の
な

ど
思
い
出
す
ま
ま
に
筆
を
運
ぶ
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

新
町
川
で
思
い
出
す
の
は
、
船
場
の
私
ど
も
の
店

と
本
宅
と
の
往
き
来
に
は
専
用
の
伝
馬
船
を
使

っ
て

い
た
こ
と
。

ま
た
、
公
の
電
話
局
が
で
き
る
ま
え
に
、
わ
が
家

に
私
設
電
話
を
設
け
て
い
て
、
電
話
局
か
ら
見
学
に

来
ら
れ
た
と
母
か
ら
聞
き
ま
し
た
が
、
現
在
の
内
線

の
役
目
を
し
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
徳
島

で
の
先
駆
者
だ

っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
宅
の
藍
玉
を

つ
く
る
寝
床
も
、
私
が
物
心
が

つ

い
た
頃
に
は
も
う
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
梅
雨
の
時

な
ど
広
い
屋
根
の
下
を
種
々
な
置
場
に
使

っ
て
お
り

ま
し
た
。

あ
る
年
、
工
兵
隊
が
吉
野
川

へ
架
橋
演
習
に
き
て

駐
屯
し
た
と
き
に
は
、
こ
の
藍
の
寝
床
が
、
軍
馬
を

つ
な
ぐ
馬
屋
に
な
り
、
何
頭
も
の
馬
が
お
り
ま
し
た
。

昔
の
新
町
川
は
清
ら
か
な
流
れ
で
、
そ
の
流
れ
に

く
し
け
ず
ら
れ
て
、
ゆ
ら
い
で
い
る
青
の
り
を
取

っ

て
干
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

釣
り
人
が
チ
ヌ
、　
ハ
ゼ
な
ど
釣
り
あ
げ
て
い
る
と

こ
ろ

へ
水
上
警
察
が
船
で
乗
り

つ
け
、
鑑
札
を
持

っ

て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

新
町
川
の
ハ
マ
は
、
夏
の
天
神
祭
の
と
き
ガ
ン
ギ

（水
門
）
の
石
畳
の
上
に
薦
を
敷
い
て
、
近
所
の
子

供
た
ち
を
招
き
、
夜
更
け
ま
で
楽
し
ん
だ
も
の
で
す
。

こ
の
歳
に
な

っ
て
、
や

っ
と
静
か
に
昔
を
振
り
か

え
り
、
過
ぎ
去

っ
た
あ
れ
こ
れ
を
な

つ
か
し
む
機
会

を
得
さ
せ
て
も
ら

っ
た
気
持
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
さ
と
は
、
衰
微
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
…
…

…
以
下
略

佐
々
木
佐
代
子

（高
知
市
）

読
み
終

っ
て
驚
い
た
。
母
の
身
内
の
者
が
生
き
て

い
た
。
本
当
に
感
激
し
た
。
そ
の
女
性
を
探
し
、
存

命
を
確
か
め
る
こ
と
に
し
た
。
（以
下
②
）

（参
考
）

船
場
と
書
く
地
名
は
全
国
十
六
ケ
所
。
こ
の
船
場

一
せ
ン
バ
」
と
発
音
す
る
と
こ
ろ
は
五
ケ
所
。

徳
島
市
船
場
町

大
阪
船
場

大
阪
府
河
内
市
吉
田
船
場

一 をツ   云■
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四
、
兵
庫
県
州
本
市
船
場
町

五
、
熊
本
市
船
場
町

残
り
十

一
ケ
所
は

「
フ
ナ
バ
」
と
読
む
。

一
、
北
海
道
留
萌
市
船
場
町

二
、
北
海
道
石
狩
町
船
場

三
、
秋
田
県
雄
物
川
町
船
場

四
、
山
形
県
酒
田
市
船
場
町

五
、
宮
城
県
丸
森
町
船
場

六
、
大
阪
市
北
匠
船
場
町

七
、
福
島
県
郡
山
船
場
向

八
、
和
歌
山
市
船
場
町

九
、
新
潟
市
船
場
町

十
、
茨
城
県
東
海
村
船
場

土
、
松
山
市
船
場
町

格

言

は
捨

て
ら
れ
る

か

鶴

本
　
由重

勝

（松
山
）

私
達
の
先
輩
は
長
い
年
月
を
か
け
て
生
活
の
知
恵

や
体
験
に
よ

っ
て
創
り
出
し
た
格
言
や
諺
を
我
々
に

色
々
な
方
法
で
伝
え
て
呉
れ
ま
し
た
。
我
々
も
後
輩

に
よ
り
多
く
の
格
言
を
残
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
格
言
の
中
で
身
体
を
守
る
手

っ
取
り
早

い
言
葉
は
、
男
四
二
才
、
女
三
三
才
の
厄
年
が
あ
り
、

徳
島
日
和
佐
の
薬
王
寺
に
は
厄
除
祈
願
の
石
段
が
あ

っ
て

一
円
貨
を
段
毎
に
お
供
え
し
て
厄
逃
れ
を
祈
る

習
慣
が
あ
り
、
今
で
も
多
く
の
お
参
り
が
あ
る
そ
う

で
す
。

男
性
の
四
二
才
前
後
は
男
盛
り
を
過
ぎ
体
力
的
に

無
理
が
効
か
な
く
な
る
時
期
で
元
気
な
者
程
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
か
ら
本
尊
前
で
手
を
合
せ
身
体
の
こ

と
を
振
返
る
チ
ャ
ン
ス
で
し

よ

う

。

孝
行
の
し
た
い
時
に
は
親
は
な
し
、

な
ら
ず
な
ど
昭
和
二
十
年
の
終
戦
を
境

情
は
人
の
為

役
目
が
終

っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．に

日
本
語
の

た
の
か
現
代
人
に
は
縁
の
な
い
言
葉
と

し
て
捨
て
ら
れ
た
の
か
と
心
配
で
す
。

何
と
か
こ
の
格
言
が
使
え
な
い
か
と
ふ
と
将
棋
の

こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

「
横
歩
話
め
て
三
年
の
煩
い
」
と
は
飛
車
が

つ
い

何
気
な
く
横
歩
を
取

っ
た
た
め
身
を
滅
す
こ
と
で
、

「
歩
の
な
い
将
棋
は
負
け
将
棋
」
と
は

一
歩
が
な
い

た
め
優
勢
な
将
棋
を
負
け
る
こ
と
で
あ
り
、

「
桂
の

高
飛
び
歩
の
餌
食
」
と
は
大
切
な
桂
が
歩
に
取
ら
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
ョ

一桂
あ

っ
て
詰
ま
ぬ
こ
と
な
し
」

と
は
何
の
変
哲
も
な
い
桂
が
工
の
行
手
を
阻
み
万
事

休
さ
せ
る
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
す
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
昨
今
、
せ
め
て
将
棋
の

世
界
で
格
言
を
駆
使
し
て
慰
め
の
た
め
パ
チ
リ
パ
チ

リ
と
時
を
過
ご
し
て
い
る
次
第
で
す
。
同
好
の
士
よ

語
り
合
い
乍
ら
対
局
し
ま
せ
ん
か
。

Ｍ

尚
電
友
会
四
国
連
合
会
会
長
が
か
わ
り
ま
す

六
十

一
年
七
月
二
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
電
友
会

四
国
連
合
会
理
事
会
で
、
泉
節
太
郎
会
長
か
ら

「
八

月
十
三
日
で
満
八
十
歳
に
な
る
。
長
ら
く
お
世
話
を

さ
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
こ
の
際
退
任
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
」。
と
の
お
申
出
が
あ
り
、
前
か
ら
の
お
考
え
で

あ

っ
た
ご
様
子
で
固
い
ご
決
意
が
う
か
が
え
た
の
で
、

理
事
会
は
こ
れ
を
了
承
し
、
こ
れ
に
伴
う
関
係
人
事

が

つ
ぎ
の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
。

〈
不
　
長
　
　
赤
　
刻
　
　
　
正
　
（一削
副
会
長
）

副
会
長

　

エハ

車

美

一

（理

　

事
）

理
　
事
　
　
菅
　
　
　
　
　
優
　
（前
会
計
監
事
）

な
お
、
泉
節
太
郎
さ
ん
は
、
八
月
十
日
の
理
事
会

で
顧
問
を
委
嘱
す
る
こ
と
と
し
、
八
月
十

一
田
の
連

合
会
総
会
で
、
前
述
人
事
と
合
せ
て
報
告
し
、
紹
介

し
ま
し
た
。

「
注
」

泉
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
か
ら
、

）

十
八
年
余
の
長
い
間
、
会
長
を
つ
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

投

稿

規

定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
工（
○
○
字
以
内

原
稿
締
切
　
十
月
二
〇
日

原
稿
の
取
扱
に
つ
い
て
は
お
任
せ
ね
が
い
ま
す
。

編
　
集
　
後

　

記

▽
虫
の
音
も
さ
や
か
に
、
秋
深
む
の
感

一
入
で
ご
ざ

い
ま
す
。
好
季
を
迎
え
て
皆
様
お
元
気
で
お
過
し
の

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
大
切
な
季
節
、
お
天
気
に
は

で
き
る
だ
け
外
に
出
て
日
光
に
当
た
り
、
冬
越
し
の

健
康
づ
く
り
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

▽
各
県
の
会
と
も
に
新
規
会
員
を
迎
え
て
活
気
に
満

ち
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
四
国
連
合
会
会
員
数

は
、
二
千
七
百
三
十
名
の
大
世
帯
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
む
き
で
す
と
、
来
年
に
は
三
千
人
の
大
台
に
乗

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
（渡
部
）

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
五
六
号

昭
和
六

一
年
十
月

一
日
発
行

編

集

発

行

一『
友

会

四

国

連

合

会

事

　

　

務

　

　

局

松
山
市

一
番
町
四
丁
目

（〒
七
九
〇
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
内

電
話
（〇
八
九
九
≡
一六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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土曜、日曜、祝 日の60kmを

超える地域へのダイヤノン通

話料 (交換手扱いは除く)は、

昼間も平 日の約4割引電

9Nrr
未来を考える人間企業

円外は割引になる地域

(松山区域からの場合 )
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